
令和６年１２月１８日（水）1７:00～20:00 

朝霞地区訪問看護ステーション第７回連携の会「SWAN カフェ」 アンケート集計結果

【申込数】研修会：56名／懇親会：34名
【当日参加者数】研修会：50名／懇親会：30名
【アンケート回答数】２８名 ■回答期間：12/18(水)～12/20(金) ■回答率：56% 

講師：米田 武史 先生 （医療法人循和会理事長・朝霞中央クリニック院長） 第２部：懇親会第１部：研修会



５．研修会に関する感想をお聞かせください。28 件の回答

・今回の基調講演では学びが多くACPの実際について多くの事例から理解ができました。また、希望ノートの使い方やノートを作成するにあたって
患者・家族の意向を取り入れてきた経緯や今後もノートの内容を改善していくという姿勢に患者・家族の人生に本気で取り組んでいるということに
感動を覚えました。地域でのACPの拡大と定着への活動について当校の学生にも伝えていきたいと思います。ありがとうございました。
・在宅医の立場からのお話は、いろいろ考えさせられました。ACPが、もっと身近に話せるように、看護学生時代から興味を持ってもらいたいと考
えます。次の世代の看護師の看護観にも影響を与え、看護の思考も何か新たなものが出てくれることも期待しています。まさしく多職種と連携しな
ければ、療養生活は、支えられません。私も地域で安心して暮らしていけるように出来ることがあればしたいと考えています。先ずは、学生に伝え
ていきたいです。
・わかりやすく丁寧なお話だったとおもいます
・わかりやすくてよかった
・熱意が感じられた
・米田先生の講演会が素晴らしかったです。
・講演は実際の関わりから導き出せた症例であり、本人・家族・医師等の実感が伝わった。
・とてもわかりやすい共有したい内容でした。内容は必ず共有致します。
・17:00だと業務が終わらないのでもう少し遅くして欲しい
・米田先生のACPに関する実体験を交えたお話が大変興味深く、熱い想いが伝わってきました。
・色々な事案が聞けて参考になった。
・ACPへ対する関心が高まった
・とても分かり易く、実践に活かせる内容だった
・今まであまり触れてこなかった内容でした。どの利用者にも起こりうる課題なので、この研修は、大変考えさせられました。
・交流会で、私が困っている事が他のステーションにも当てはまったり、周りのステーションでの対応を聞く事ができたりしたので良かった。これ
までは周りのステーションに壁を感じていたが、みんなで地域を支えているのだと感じる事ができて貴重な経験でした。
・ACPの効果、看護師との役割を学ぶことができました。ありがとうございました。
・多職種連携をはかりACPをすすめていきたいです。・
人生をどう過ごしたいか、前もって考えておくことの重要性を感じた。家族間で話し合い共有しておくこと、難しいことだからこそ、タイミングを
見て問いかけていこうと思う。
・実体験や動画など、リアリティがありとても良い学びになりました。
・ACPの切り出すタイミングの難かしさ、早くから希望を聞き出す関わりを今後のケアを通して接して行きたいと思います。
・先生のお父様の話も聞かせていただきながらACPについて説明して頂きとてもわかりやすかったです。米田先生のICは、現場で聞かせて頂くと地
区の先生の中で抜群に上手だと思います。これからも朝霞地区での活動宜しくお願い致します。
・とてもわかり易い講演だったため今後の業務につなげていきたいと思います
・ACPについて、理解が深まった
・具体的な事例をもう少し教えていただきたかったです。
・米田先生のお話がとてもわかりやすく良かったです。普段の看護にACPを取り入れていきたいと思いました。
・米田先生の経験からの話がとても理解できました。だからだよね。っていうことで良くわかりました。
・具体的でわかりやすかった



６．今後どのような内容の研修があると良いと思いますか。16 件の回答

・訪問看護での困難事例に対する取り組みの体験を持ち寄って発表する研修があると勉強になります。
・今、それぞれの事業所がどのような問題を抱えているか知りたいです。
・災害時の利用者へ各事業所の働きかけは？
・エンゼルケア
・制度改正など含め横のつながりが強まる研修があるとありがたいです
・虐待防止やハラスメント等、事業所としてやらなくてはいけない研修。（アーカイブもあれば、スタッフ全員を対象に研修が受けられる）
・それぞれの職種からのACPの進め方、成功例と失敗例について
・在宅におけるトラブル事案対処方法。
・災害時のディスカッション
・フィジカルアセスメント
・認知症や暴言等患者の対応、介護者関わり方
・先生が話されていたもしバナゲームもしてみたら楽しいし、自分の死生観も考える機会になり、看取りの勉強にも繋がると思います。
・精神科に関する研修 例えば強度行動障害がある方の対応、妄想がある方への対応など
・施設向けのものが多いので、在宅向けの虐待や身体拘束についての研修があると良いなと思います。
・看護や介護、リハビリの連携について

7．朝霞地区訪問看護ステーション連携の会について、ご意見があればご記入ください。14 件の回答

・さまざまな訪問看護ステーションがあると思います。連携していくことで質の向上と協力体制の強化がはかれるのではないかと期待しています。
・初めて参加させていただきましたが、有意義な時間を過ごせました。
・今後継続のためのディスカッションが必要
・集合で会えることで親交が深まっていると思う。今回は管理者だけでなく、ケアの現場の話がスタッフを含めて話せて良かった。
・みなさんのご尽力、献身的な活動が地域を支えていると感じています。ありがとうございます。
・いつもありがとうございます。
・いつも楽しい会になるので続けていけると良いですね
・もっと、管理者だけでなくスタッフレベルにも参加しやすい会になってほしいです。
・各ステーションのメンバーが、バラバラの席に指定されていたほうが、交流が深められ、意見交換などできるのではないでしょうか
・他ステーションの顔が見え、情報交換ができ良い交流でした。ありがとうございました。
・懇親会もとても楽しかったです。準備など大変だったと思います。ありがとうございました。
・お誘いありがとうございました
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朝霞地区訪問看護ステーション第７回連携の会

R６.１２.１８（水）
朝霞市産業文化センター


